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電話機の情報とディスプレイの設定
電話機のWebユーザインターフェイスを使用すれば、電話機名、背景画像、ロゴ、スクリーン
セーバーなどの設定をカスタマイズすることができます。

電話機の名前の設定

手順

ステップ 1 電話機のWebユーザインターフェイスで、[管理者ログイン（AdminLogin）] > [詳細（advanced）]
> [音声（Voice）] > [電話機（Phone）] に移動します。

ステップ 2 [全般（General）]で、[ステーション表示名（Station Display Name）]フィールドに電話機名を入
力します。

この名前が左上の電話機の LCDに表示されます。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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セットアップ画面のカスタマイズ

Cisco IP Phoneがブートアップしたときに表示されるテキストまたは画像ロゴ（サイズが 128 X 48
ピクセルで奥行きが 1ビット）を作成できます。ロゴは、シスコロゴが表示された後の短いブー
トシーケンス中に表示されます。

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]をク
リックします。

ステップ 2 [画面（Screen）]セクションで、次の要件に従ってテキストを [テキストロゴ（TextLogo）]フィー
ルドに入力します。

•最大 2行のテキストを入力する。

•各行は 32文字未満にする必要がある。

• 2行の間に改行文字（\n）とエスケープコード（%0a）を挿入する。

たとえば、Super\n%0aTelecomは次のように表示されます。

Super
Telecom

•書式設定用のスペースを追加するには、+記号を使用します。テキストの前後に複数の +記
号を追加することにより、テキストを中央に配置することができます。

ステップ 3 画像ロゴを表示するには：

• [画像ダウンロード URL（Picture Download URL）]フィールドにパスを入力します。

次に例を示します。

http://10.64.84.147/pictures/image04_128x48.png

新しい壁紙をダウンロードするために間違った URLを入力すると、電話機は新しい壁紙に
アップグレードすることができず、既存のダウンロードされた壁紙が表示されます。電話機

に以前にダウンロードされた壁紙がない場合は、グレーの画面が表示されます。

•サポートされている電話機画像ファイルの属性は、ビットマップ形式、1ビット/ピクセル
色、および128X48ピクセルのサイズです。また、TFTPサーバを使用することもできます。

• [ロゴタイプ（Logo Type）]を [画像をダウンロード（Download Picture）]に変更します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
電話機がリブートして、.pngファイルを取得し、次のブート時にその画像を表示します。
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壁紙画像のダウンロード

画像をダウンロードして電話画面の背景をカスタマイズすることができます。

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（Advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]の順に選択します。
[ユーザログイン（User Login）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]を選択して、壁紙をダウン
ロードできます。

ステップ 2 [画面（Screen）]セクションの [背景画像のタイプ（Background Picture Type）]フィールドで、[画
像をダウンロード（Download Picutre）] を選択します。

ステップ 3 カスタム壁紙を TFTPサーバまたは HTTPサーバにアップロードします。
画像は .jpgファイルであること、サイズは 800x480ピクセルであることが要件となります。

ステップ 4 [画像ダウンロードURL（PictureDownloadURL）]フィールドに、壁紙画像をアップロードした場
所のパスを入力します。

URLには、TFTPまたは HTTPサーバ名（または IPアドレス）、ディレクトリ、およびファイル
名を含める必要があります。

例：

http://10.64.84.147/pictures/image04_800x480x24.jpg

新しい壁紙をダウンロードするために間違ったURLを入力すると、電話機は新しい壁紙にアップ
グレードすることができず、既存のダウンロードされた壁紙が表示されます。電話機に以前にダ

ウンロードされた壁紙がない場合は、グレーの画面が表示されます。

ステップ 5 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
ユーザが背景画像の URLを変更した後、電話機はリブートしません。

壁紙を設定または削除するには、電話機の LCDメニューが唯一の手段となります。

設定ユーティリティによるスクリーンセーバーの設定

電話機のスクリーンセーバーを設定できます。指定された期間にわたって電話機のアイドル状態

が続くと、スクリーンセーバーモードが開始されます。

任意のボタンを押すと、通常モードに戻ります。ユーザパスワードが設定されている場合は、ス

クリーンセーバーモードを抜けるためにその入力が求められます。
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手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]の順に選択します。
[ユーザログイン（User Login）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]を選択して、スクリーン
セーバーを電話機に追加できます。

ステップ 2 [画面（Screen）]セクションの [スクリーンセーバー有効（Screen Saver Enable）]フィールドで、
[はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 次の表の説明に従ってフィールドをセットアップします。

説明パラメータ

電話機のスクリーンセーバーを有効にします。指定された期間にわたって

電話機のアイドル状態が続くと、スクリーンセーバーモードが開始されま

す。

デフォルト：[いいえ（No）]

スクリーンセー

バー有効（Screen
Saver Enable）

スクリーンセーバーのタイプ。次のオプションを選択できます。

• [クロック（Clock）]：壁紙を背景にした丸いクロックを表示します。

• [画像の回転（Picture Rotation）]：壁紙として使用できる画像が画面で
回転します。

• [現在の壁紙（Current Wallpaper）]：背景画像を表示します。このオプ
ションを選択する場合は、壁紙のサイズが 800x480ピクセルであるこ
とを確認してください。

• [ロック（Lock）]：スクリーンセーバーのロックを有効にします。

スクリーンセー

バータイプ

（Screen Saver
Type）

スクリーンセーバーが表示されるまでのアイドル時間。

スクリーンセーバーを起動するまでのアイドル時間を秒数で入力します。

デフォルト：300

スクリーンセー

バー待機（Screen
Saver Wait）

スクリーンセーバーを更新するまでの秒数（画像の回転を選択した場合な

ど）。

スクリーンセー

バー更新期間

（Screen Saver
Refresh Period）

バックライトタイマーをオンにする秒数。バックライトタ

イマー（BackLight
Timer）
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説明パラメータ

適切な明るさの値を入力します。画面の明るさ

（Display
Brightness）

電話画面に表示するロゴのタイプ。次のオプションを選択できます。

•デフォルト（Default）

•画像をダウンロード（Download Picutre）

•テキストロゴ（Text Logo）

ロゴタイプ（Logo
Type）

電話機がブートアップしたときに表示されるテキストロゴ。たとえば、サー

ビスプロバイダーは次のようなロゴテキストを入力できます。

•最大 2行までのテキスト

•各行は 32文字未満にする必要がある

•行間に改行文字（\n）を挿入する

•エスケープコード %0aを挿入する

次に例を示します。
Super\n%0aTelecom

表示：

Super
Telecom

書式設定用のスペースを追加するには、+記号を使用します。たとえば、テ
キストを中央に配置するためにその前後に複数の +記号を追加できます。

テキストロゴ

（Text Logo）

[画像をダウンロード（Download Picutre）]を設定した場合、画像をダウン
ロードして電話画面の背景をカスタマイズできます。

背景画像のタイプ

（Background
Picture Type）

電話画面の背景に表示されるファイル（.png）を検索する URL。

新しい壁紙をダウンロードするために間違った URLを入力すると、電話機
は新しい壁紙にアップグレードすることができず、既存のダウンロードされ

た壁紙が表示されます。電話機に以前にダウンロードされた壁紙がない場合

は、グレーの画面が表示されます。

画像ダウンロード

URL（Picture
Download URL）

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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設定ユーティリティによるバックライトタイマーの調整

各電話機で事前設定した時間にバックライトをオフにすることで、電力を節約できます。

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[ユーザログイン（User Login）] > [詳細
（Advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]の順に選択します。

ステップ 2 [画面（Screen）]で、[バックライトタイマー（Back Light Timer）]パラメータの時間を選択しま
す。

ステップ 3 [画面の明るさ（Display Brightness）]フィールドに、目的の明るさを指定する値を入力します。

回線あたりのコールアピアランス数の設定

1つの回線上で複数のコールアピアランスをサポートする電話機は、回線上で許可するコール数
を指定するように設定できます。

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [電話機（Phone）]の
順にクリックします。

ステップ 2 [さまざまな回線キー設定（Miscellaneous Line Key Settings）]セクションで、[回線あたりのコール
アピアランス数（Call Appearances Per Line）]ドロップダウンリストボックスを使用して、許可
する回線あたりのコール数を指定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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コール機能の設定

通話転送の有効化

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [電話（Phone）]とク
リックします。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]で、有効にする転送サービスのそれぞれに対して [はい
（Yes）]を選択します。

• [在席転送サービス（Attn Transfer Serv）]：在席コール転送サービス。ユーザは、コールに応
答してから転送します。

• [ブラインド転送サービス（Blind Transfer Serv）]：ブラインドコール転送サービス。ユーザ
は、発信者と会話せずにコールを転送します。

ステップ 3 転送サービスを無効にするには、このフィールドを [いいえ（No）]に設定します。
ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

コール転送

コール転送機能は、2つの場所で有効にすることができます。1つは [音声（Voice）]タブ、もう
1つは電話機Webページの [ユーザ（User）]タブです。

[音声（Voice）] タブでのコール転送のイネーブル化
ユーザのコール転送を有効にするには、このタスクを実行します。

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）] > [電話機（Phone）]の順にクリックします。

ステップ 2 [補足サービス（SupplementaryServices）]で、有効にするコール転送サービスのそれぞれに対して
[はい（Yes）]を選択します。

• [不在転送サービス（Cfwd All Serv）]：すべてのコールを転送します。

• [話中転送サービス（Cfwd Busy Serv）]：回線が使用中の場合にのみコールを転送します。

Cisco IP Phone 8800 シリーズマルチプラットフォーム電話機アドミニストレーションガイド（ファーム
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• [無応答時転送サービス（CfwdNoAnsServ）]：回線が応答されない場合にのみコールを転送
します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

[ユーザ（Users）] タブでのコール転送のイネーブル化
[設定ユーティリティ（ConfigurationUtility）]ページで、ユーザがコール転送の設定を変更できる
ようにするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]の順にクリックします。

ステップ 2 [コール転送（Call Forward）]セクションの [CFWD設定（CFWD Setting）]で、[はい（Yes）]を
選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

会議の有効化

手順

ステップ 1 電話機のWebユーザインターフェイスで、[管理者ログイン（AdminLogin）] > [詳細（advanced）]
> [音声（Voice）] > [電話機（Phone）] に移動します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]の [会議サービス（Conference Serv）]ドロップダウン
リストボックスで [はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DND（応答不可）を有効にする
ユーザが応答不可機能をオンまたはオフにできるようにします。発信者は、ユーザが応答不可で

あることを伝えるメッセージを受信します。ユーザは自分の電話機で [無視（Ignore）]ソフトキー
を押すことで、呼出中のコールを別の宛先に転送できます。

電話機でこの機能が有効になっている場合は、DNDソフトキーを使用してこの機能をオンまたは
オフにします。
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手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]の順に選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]セクションの [DND設定（DND Setting）]ドロップダウ
ンリストボックスで [はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DND とコール転送の同期の設定
応答不可（DND）およびコール転送に対して電話機で行われた変更をサーバ上にも反映するには、
この 2つの機能の同期を有効にします。この場合、サーバ上で行われた変更も電話機に反映され
ます。

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）] > [内線 [n]（Ext [n]）]（ここで、[n]は内線番号）の順に選択し
ます。

ステップ 2 [コール機能設定（Call Feature Settings）]セクションで、[機能キー同期（FeatureKeySync）]フィー
ルドを [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DND のスターコードの設定
ユーザがダイヤルして電話機の応答不可（DND）機能をオンまたはオフにするスターコードを設
定できます。

Cisco IP Phone 8800 シリーズマルチプラットフォーム電話機アドミニストレーションガイド（ファーム
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手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）] > [地域（Regional）]の順に選択します。

ステップ 2 [特定業種向けサービスアクティベーションコード（Vertical Service Activation Codes）]領域の
[DNDアクティベーションコード（DND Act Code）]フィールドに *78と入力します。

ステップ 3 [特定業種向けサービスアクティベーションコード（Vertical Service Activation Codes）]領域の
[DND非アクティベーションコード（DND Deact Code）]フィールドに *79と入力します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

Bluetooth ハンズフリープロファイルの音声ゲートウェイ
Cisco IP Phone 8851および 8861は、Bluetoothヘッドセットを使用するためのハンズフリー音声
ゲートウェイモードをサポートしています。

Cisco IP Phone 8851および 8861での使用についてシスコが完全に検証済みなのは次の Bluetooth
ヘッドセットのみです。

• Jawbone ICON

• Plantronics Voyager Pro、Voyager PRO 2、および Voyager Legend

• GN/Jabra GO6430、GO660、および UC Supreme

設定ユーティリティによる Bluetooth ハンズフリーの設定

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）] > [電話機（Phone）] > [ハンズフリー（Handsfree）]の順にク
リックします。

ステップ 2 [ハンズフリー（Handsfree）]で [Bluetoothモード（Bluetooth Mode）]を選択します。
ステップ 3 回線を選択します。

ハンズフリー用に 1～ 10の回線を選択できます。回線がハンズフリー回線として設定されている
場合は、携帯電話の番号が表示され、その回線は携帯電話用にしか使用できません。共有回線ま

たは短縮ダイヤルに使用することはできません。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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共用回線

共有回線とは、複数の電話機に表示される電話番号のことです。異なる電話機に同じ電話番号を

割り当てることで、共有回線を作成できます。

着信コールは回線を共有するすべての電話機に表示され、誰でもそのコールに応答できます。1
つの電話機でアクティブな状態になるコールは一度に 1つだけです。

コール情報は、回線を共有するすべての電話機に表示されます。ある電話機のプライバシー機能

をオンにした場合、その電話機からの発信コールは他の電話機から見えません。ただし、共有回

線への着信コールは表示されます。

共有回線に対してコールが発信されると、その回線を共有するすべての電話機で呼出音が鳴りま

す。共有回線での通話を保留中にした場合、回線を共有するいずれかの電話機で対応する回線キー

を押すと、その電話機で通話を再開できます。また、[再開（Resume）]アイコンが表示されてい
る場合は、[選択（Select）]ボタンを押して通話を再開することもできます。

次の共有回線機能がサポートされています。

•回線捕捉

•パブリックホールド

•プライベートホールド

•サイレント割り込み（有効にされているプログラム可能なソフトキーによってのみサポー
ト）

プライベート回線には、次の機能がサポートされています。

•転送

•会議

•コールパーク/コール取得

•コールピックアップ

•サイレント

•コール転送

それぞれの電話機を個別に設定できます。通常、アカウント情報はすべての IP Phoneで同じです
が、ダイヤルプランや優先コーデック情報などは異なる設定にすることができます。

共有回線の設定

電話機のWebページで異なる電話機に同じ電話番号を割り当てることで、共有回線を作成できま
す。
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手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）]の順にクリックします。

ステップ 2 共有する内線番号の [内線 n（Ext_n）]タブをクリックします。
ステップ 3 [回線有効（Line Enable）]リストの [一般（General）]で、[はい（Yes）]を選択します。
ステップ 4 [内線共有（Share Ext）]リストの [共有回線アピアランス（Share Line Appearance）]で、[共有

（Shared）]を選択します。
内線を [プライベート（Private）]に設定すると、[電話機（Phone）]タブの [共有回線アピアラン
ス（Share Line Appearance）]の設定に関わらず、その内線ではコールが共有されません。内線を
[共有（Shared）]に設定すると、コールは [電話機（Phone）]タブの [共有回線アピアランス（Share
Line Appearance）]の設定に従います。

ステップ 5 [共有ユーザ ID（Shared User ID）]フィールドに、回線が共有されている電話機のユーザ IDを入
力します。

ステップ 6 [サブスクリプション有効期限（Subscription Expires）]フィールドに、SIPサブスクリプションの
有効期限が切れるまでの秒数を入力します。デフォルトは 60秒です。
サブスクリプションの有効期限が切れるまで、電話機は共有電話回線のステータスに関して SIP
サーバから NOTIFYメッセージを受け取ります。

ステップ 7 [MWIの制限（Restrict MWI）]フィールドに、メッセージ待機インジケータを設定します。

• [はい（Yes）]：専用回線（SP）のメッセージに対してのみ点灯します。

• [いいえ（No）]：すべてのメッセージに対して点灯します。

ステップ 8 [プロキシと登録（Proxy andRegistration）]セクションの [プロキシ（Proxy）]フィールドに、プロ
キシサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 9 [サブスクライバ情報（Subscriber Information）]セクションで、共有内線の表示名とユーザ ID（内
線番号）を入力します。

ステップ 10 [電話（Phones）]タブの [その他の回線キー設定（Miscellaneous Line Key Settings）]セクション
で、[SCA割り込み有効（SCA Barge-In Enable）]を設定します。

• [はい（Yes）]：ユーザが共有回線でコールを引き継げるようにします。

• [いいえ（No）]：ユーザが共有回線でコールを引き継げないようにします。

ステップ 11 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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ボイスメールの設定
ボイスメールシステムの内線/外線電話番号または URLを設定できます。外部のボイスメール
サービスを使用している場合は、番号にダイヤルアウトするために必要なすべての数字と必要な

市外局番を含める必要があります

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [電話（Phone）]とク
リックします。

ステップ 2 [全般（General）]で、[ボイスメール番号（Voice Mail Number）]を入力します。
ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。電話機がリブートします。

内線ごとのボイスメールの設定

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [内線（n）（Extn）]
の順にクリックします。

ステップ 2 [コール機能設定（Call Feature Settings）]セクションの [ボイスメールサーバ（VoiceMail Server）]
に、ボイスメールサーバを入力します。

ステップ 3 （オプション）[ボイスメールサブスクライブインターバル（Voice Mail Subscribe Interval）]に、
ボイスメールサーバへのサブスクリプションの有効期限を秒単位で入力します。

ステップ 4 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。
電話機がリブートします。

メッセージ待機インジケータの設定

電話機の個々の内線番号に対してメッセージ受信インジケータを設定することができます。メッ

セージ待機インジケータは、メールボックス内の新しいボイスメールメッセージの有無に基づい

て点灯します。

IP電話上のインジケータは、ボイスメールが残っているときやメッセージ待機通知が表示されて
いるときに点灯させることができます。

Cisco IP Phone 8800 シリーズマルチプラットフォーム電話機アドミニストレーションガイド（ファーム
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手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [内線（n）（Extn）]
の順にクリックします。

ステップ 2 [メッセージ待機（MessageWaiting）]の [コール機能設定（Call Feature Settings）]で、[はい（Yes）]
を選択して有効にします。

内線への着信音の割り当て

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（advanced）] > [音声（Voice）] > [内線（n）（Ext(n)）]（ここで、(n)は内線番号）の順に選択
します。

ステップ 2 [コール機能設定（Call Feature Settings）]で、[デフォルト呼出音（n）（Default Ring (n)）]ドロッ
プダウンリストボックスを使用して、次のいずれかを指定します。

• [呼出音なし（No Ring）]

•使用可能な 12個の呼出音のいずれかを選択します。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

音声設定の構成
ユーザは、電話機の音量調節ボタンを押してから、[保存（Save）]ソフトキーを押すことにより、
音量設定を変更できます。

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [ユーザ（User）]をク
リックします。

ステップ 2 [音量（AudioVolume）]セクションで、1～ 10の音量レベルを設定します。1が最低レベルです。

• [呼出音音量（Ringer Volume）]：呼出音の音量を設定します。

• [スピーカーの音量（Speaker Volume）]：全二重スピーカーフォンの音量を設定します。
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• [ヘッドセットの音量（Headset Volume）]：ヘッドセットの音量を設定します。

• [ハンドセットの音量（Handset Volume）]：ハンドセットの音量を設定します。

• [電子フックスイッチ制御（ElectronicHookSwitchControl）]：EHS機能を有効または無効にし
ます。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ユーザアクセス制御

Cisco IP Phoneは "ua"ユーザアクセス属性だけを尊重します。特定のパラメータでは、"ua"属性
が管理Webサーバへのユーザアカウントによるアクセスを定義します。"ua"属性が指定されな
かった場合は、電話機が対応するパラメータの工場出荷時のユーザアクセスを適用します。この

属性は adminアカウントによるアクセスに影響しません。

要素属性の値は二重引用符で囲みます。（注）

"ua"属性は、次のいずれかの値にする必要があります。

• na：アクセスなし

• ro：読み取り専用

• rw：読み取り/書き込み

電話機 Web サーバ
Webサーバを使用すれば、管理者とユーザは、電話機のWebユーザインターフェイスを使用し
て電話機にログインすることができます。管理者とユーザは、そのロールに基づいて、別々の権

限を持ち、電話機に関する別々のオプションが表示されます。

電話画面インターフェイスからの Web サーバの設定
電話画面から電話機のWebユーザインターフェイスを有効にする場合は、次の手順を使用しま
す。

Cisco IP Phone 8800 シリーズマルチプラットフォーム電話機アドミニストレーションガイド（ファーム
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電話機の Web インターフェイスへのアクセスの有効化

手順

ステップ 1 [管理者ログイン（Admin Login）] > [詳細（advanced）] > [音声（Voice）] > [システム（System）]
をクリックします。

ステップ 2 [システム設定（SystemConfiguration）]セクションで、[Webサーバの有効化（EnableWebServer）]
ドロップダウンリストボックスから [はい（Yes）]を選択します。

ステップ 3 [プロトコルの有効化（Enable Protocol）]ドロップダウンリストボックスで、[Http]または [Https]
を選択します。

ステップ 4 [Webサーバポート（Web Server Port）]フィールドに、Webサーバにアクセスするためのポート
を入力します。HTTPのデフォルトはポート 80、HTTPSのデフォルトはポート 443です。

ステップ 5 [Web管理者アクセスの有効化（Enable Web Admin Access）]ドロップダウンリストボックスで、
電話機のWebユーザインターフェイスの [管理者ログイン（Admin Login）]へのローカルアクセ
スを有効または無効にすることができます。デフォルトは [はい（Yes）]（有効）に設定されま
す。

ステップ 6 [管理パスワード（Admin Password）]フィールドには、システム管理者が電話機のWebユーザイ
ンターフェイスにログインするときに使用するパスワードを入力します。管理者が [管理者ログイ
ン（Admin Login）]をクリックすると、パスワードプロンプトが表示されます。最小パスワード
長は 4文字で、最大パスワード長は 127文字です。

パスワードには、スペースキーを除く任意の文字を含めることができま

す。

（注）

ステップ 7 [ユーザパスワード（User Password）]フィールドには、ユーザが電話機のWebユーザインター
フェイスにログインするときに使用するパスワードを入力します。ユーザが [ユーザログイン
（User Login）]をクリックすると、パスワードプロンプトが表示されます。最小パスワード長は
4文字で、最大パスワード長は 127文字です。

パスワードには、スペースキーを除く任意の文字を含めることができま

す。

（注）

ステップ 8 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

XML サービス
電話機では、XMLディレクトリサービスなどの XMLサービスやその他の XMLアプリケーショ
ンがサポートされます。XMLサービスについては、HTTPおよび HTTPSのサポートのみが使用
可能です。

サポートされている Cisco XMLオブジェクトは次のとおりです。

• CiscoIPPhoneMenu

• CiscoIPPhoneText
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• CiscoIPPhoneInput

• CiscoIPPhoneDirectory

• CiscoIPPhoneIconMenu

• CiscoIPPhoneStatus

• CiscoIPPhoneExecute

• CiscoIPPhoneImage

• CiscoIPPhoneImageFile

• CiscoIPPhoneGraphicMenu

• CiscoIPPhoneFileMenu

• CiscoIPPhoneStatusFile

• CiscoIPPhoneResponse

• CiscoIPPhoneError

• CiscoIPPhoneGraphicFileMenu

• Init:CallHistory

• Key:Headset

• EditDial:n

その他のサポートされている URIについては、『Cisco Unified IP Phone Services Application
Development Notes』で確認できます。

詳細については、『Cisco Unified IP Phone Services Application Development Notes』（http://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/xsi/9-1-1/CUIP_BK_P82B3B16_00_
phones-services-application-development-notes.html）を参照してください。

XML ディレクトリサービス
XML URLで認証が必要な場合、[XMLユーザ名（XML UserName）]および [XMLパスワード
（XML Password）]パラメータを使用します。

XML URL内の [XMLユーザ名（XML UserName）]パラメータは、$XMLユーザ名で置き換えら
れます。

次に例を示します。

[XMLユーザ名（XML UserName）]パラメータは ciscoです。XMLディレクトリサービス URL
は http://www.sipurash.compath?username=$XML_User_Nameです。

この場合、要求 URLは http://www.sipurash.com/path?username=ciscoになります。
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XML アプリケーション
外部アプリケーション（Webアプリケーションなど）から電話機への POSTを介した CGI/実行
URLで認証が必要な場合、[CISCO XML EXE認証モード（CISCO XML EXE Auth Mode）]パラ
メータが次の 3つの異なるシナリオで使用されます。

• [信頼済み（Trusted）]：認証は行われません（ローカルユーザのパスワードが設定されてい
るかどうかに関わらず）。これがデフォルトです。

• [ローカルクレデンシャル（Local Credential）]：ローカルユーザパスワードが設定されてい
る場合、ローカルユーザパスワードを使ったダイジェスト認証に基づいて認証が行われま

す。設定されていない場合、認証は行われません。

• [リモートクレデンシャル（Remote Credential）]：（XMLアプリケーションサーバにアクセ
スするために）Webページで XMLアプリケーションに設定されたリモートユーザ名/パス
ワードを使用したダイジェスト認証に基づいて、認証が行われます。

マクロ変数

XML URLでマクロ変数を使用することができます。次のマクロ変数がサポートされています。

•ユーザ ID：UID1、UID2 ... UIDn

•表示名：DISPLAYNAME1、DISPLAYNAME2 ... DISPLAYNAMEn

•認証 ID：AUTHID1、AUTHID2 ... AUTHIDn

•プロキシ：PROXY1、PROXY2 ... PROXYn

•小文字の 16進数を使用したMACアドレス：MA

•製品名：PN

•製品シリアル番号：PSN

•シリアル番号：SERIAL_NUMBER

次の表に、電話機でサポートされているマクロを一覧します。

マクロ展開マクロ名

$$形式は、単一の $文字に展開されます。$

汎用パラメータ GPP_A～ GPP_Pで置き換えられます。Aから P
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マクロ展開マクロ名

特殊用途のパラメータGPP_SA～GPP_SDで置き換えられます。これらのパ
ラメータには、プロビジョニングで使われるキーまたはパラメータが格納さ

れます。

$SA～ $SDは、オプションの再同期 URL修飾子 --keyの引数とし
て認識されます。

（注）

SAから SD

小文字の 16進数を使用したMACアドレス（000e08aabbcc）。MA

大文字の 16進数を使用したMACアドレス（000E08AABBCC）。MAU

小文字の 16進数を使用し、16進数ペアがコロンで区切られたMACアドレ
ス（00:0e:08:aa:bb:cc）。

MAC

製品名（たとえば IP Phone 8861）。PN

製品シリーズ番号（例：8861）。PSN

シリアル番号の文字列（例：88012BA01234）。SN

SSLクライアント証明書のステータス（インストール済みまたは未インス
トール）。

CCERT

ローカルサブネット内の電話機の IPアドレス（例：192.168.1.100）。IP

インターネットで表示される電話機の外部 IP（例：66.43.16.52）。EXTIP

ソフトウェアバージョンの文字列（例：2.0.6(b)）。SWVER

ハードウェアバージョンの文字列（例：1.88.1）。HWVER

プロビジョニングの状態（数字の文字列）：

• -1 =明示的な再同期要求

• 0 =電源投入再同期

• 1 =定期的な再同期

• 2 =再同期失敗、再試行

PRVST

アップグレードの状態（数字の文字列）：

• 1 =初回アップグレード試行

• 2 =アップグレード失敗、再試行

UPGST
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マクロ展開マクロ名

前のアップグレード試行の結果メッセージ（ERR）（例：http_get failed）。UPGERR

最後の再同期試行から経過した秒数。PRVTMR

最後のアップグレード試行から経過した秒数。UPGTMR

SIPサーバで回線 1が登録解除されてから経過した秒数。REGTMR1

SIPサーバで回線 2が登録解除されてから経過した秒数。REGTMR2

レガシーマクロ名。UPGCOND

再同期またはアップグレード URLの解析後に取得されるファイルアクセス
スキーム（TFTP、HTTP、または HTTPS）。

SCHEME

廃止された SCHEMEエイリアス。使用しないでください。METH

ターゲットサーバのホスト名を要求します。SERV

ターゲットサーバの IPアドレスを要求します（DNSルックアップの後）。SERVIP

ターゲット UDP/TCPポートを要求します。PORT

ターゲットのファイルパスを要求します。PATH

再同期またはアップグレード試行の結果メッセージ。ERR

回線 nの [ユーザ ID（UserID）]設定パラメータの内容。UIDn

ユニットがカスタマイズされている場合、値は 1。それ以外の場合は 0。

Web UI情報ページで確認できるカスタマイズステータ
ス。

（注）

ISCUST

最初に接続されたコール、呼び出し中のコール、または着信コールに関連付

けられている名前。

INCOMINGNAME

最初に接続されたコール、呼び出し中のコール、または着信コールの電話番

号。複数のコールがある場合は、検出された最初のコールに関連付けられて

いるデータが提供されます。

REMOTENUMBER

[回線 N表示名（Line N Display Name）]設定パラメータの内容。DISPLAYNAMEn

[回線 N認証 ID（Line N auth ID）]設定パラメータの内容が表示されます。AUTHIDn

   Cisco IP Phone 8800 シリーズマルチプラットフォーム電話機アドミニストレーションガイド（ファー
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XML アプリケーションに接続するための電話機の設定

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（Advanced）] > [音声（Voice）] > [電話機（Phone）]の順に選択します。

ステップ 2 次の情報を入力します。

• [XMLアプリケーションサービス名（XMLApplicationServiceName）]：XMLアプリケーショ
ンの名前。ユーザの電話機でメニュー項目として表示されます。

• [XMLアプリケーションサービス URL（XML Application Service URL）]：XMLアプリケー
ションが位置する URL。

XMLアプリケーションに接続するように未使用の回線ボタンを設定すると、そのボタンは上記の
フィールドで設定されたURLに接続します。このようにしたくない場合は、回線ボタンを設定す
る際に別の URLを入力する必要があります。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

XML ディレクトリサービスに接続するための電話機の設定

手順

ステップ 1 [設定ユーティリティ（Configuration Utility）]ページで、[管理者ログイン（Admin Login）] > [詳
細（Advanced）] > [音声（Voice）] > [電話機（Phone）]の順に選択します。

ステップ 2 次の情報を入力します。

• [XMLディレクトリサービス名（XML Directory Service Name）]：XMLディレクトリの名
前。ディレクトリの選択肢としてユーザの電話機上に表示されます。

• [XMLディレクトリサービス URL（XML Directory Service URL）]：XMLディレクトリが位
置する URL。

ステップ 3 [すべての変更を送信（Submit All Changes）]をクリックします。

Cisco IP Phone 8800 シリーズマルチプラットフォーム電話機アドミニストレーションガイド（ファーム
ウェアリリース 11.0(0) 用）

21

Cisco IP Phone のカスタマイズ
XML アプリケーションに接続するための電話機の設定



   Cisco IP Phone 8800 シリーズマルチプラットフォーム電話機アドミニストレーションガイド（ファー
ムウェアリリース 11.0(0) 用）

22

Cisco IP Phone のカスタマイズ
XML ディレクトリサービスに接続するための電話機の設定


	Cisco IP Phone のカスタマイズ
	電話機の情報とディスプレイの設定
	電話機の名前の設定
	セットアップ画面のカスタマイズ
	壁紙画像のダウンロード
	設定ユーティリティによるスクリーン セーバーの設定
	設定ユーティリティによるバックライト タイマーの調整
	回線あたりのコール アピアランス数の設定

	コール機能の設定
	通話転送の有効化
	コール転送
	[音声（Voice）] タブでのコール転送のイネーブル化
	[ユーザ（Users）] タブでのコール転送のイネーブル化

	会議の有効化
	DND（応答不可）を有効にする
	DND とコール転送の同期の設定
	DND のスター コードの設定
	Bluetooth ハンズフリー プロファイルの音声ゲートウェイ
	設定ユーティリティによる Bluetooth ハンズフリーの設定

	共用回線
	共有回線の設定


	ボイス メールの設定
	内線ごとのボイス メールの設定
	メッセージ待機インジケータの設定

	内線への着信音の割り当て
	音声設定の構成
	ユーザ アクセス制御

	電話機 Web サーバ
	電話画面インターフェイスからの Web サーバの設定
	電話機の Web インターフェイスへのアクセスの有効化

	XML サービス
	XML ディレクトリ サービス
	XML アプリケーション
	マクロ変数
	XML アプリケーションに接続するための電話機の設定
	XML ディレクトリ サービスに接続するための電話機の設定



